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１．研究計画の概要 
本研究は、風雨など周囲の環境変動が湖底

の堆積環境に対して如何に影響を及ぼすの
か？という事を主課題として、琵琶湖北湖を
場としてその堆積メカニズムを推定するも
のである。 
そのために、湖底付近の水温場や流動場の

変化を詳細にモニタリングし、季節オーダー
から年オーダーといった比較的長期の湖底
付近における物理的な環境変動を高時間分
解能で捉える。これらのモニタリングデータ
に基づいて、同時間スケールでみた場合の湖
底付近における物質輸送に影響を及ぼすで
あろう特徴的な場の時間変動を抽出し、その
影響を評価する。合わせて、風雨等の湖外か
らの外的環境変動が湖底付近の物理的な環
境変動に及ぼす影響を推定し、湖底表層堆積
物の再移動をもたらす湖底付近の物質輸送
過程を明らかにする事を目指す。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 主に水温躍層が発達している後期から全
循環の時期においてセディメントトラップ
を琵琶湖の最深部付近に設置し、沈降粒子束
の季節変動データを得た。同時期に同一地点
に設置した流速計を用いた連続観測結果か
ら、内部ケルビン波に相当する周期成分だと
考えられる、長周期の反時計回り回転スペク
トル成分が観測期間中に強く現れていた事
が分かった。また、このような長周期の波動
成分は冬季においても生じている事を確認
できた。内部ケルビン波は水温躍層の傾斜と
地球自転の影響とのバランスによって生起
されるが、水温躍層付近だけではなく最深部

の湖底付近においてもこのような長周期波
動の影響を受けている事が分かった。長周期
スペクトルを精度良く解析するためには、時
間間隔が細かい長期の流速あるいは水温デ
ータセットの取得が不可欠なことに加えて
時間解像度の高いデータ解析方法の確立が
必須である事から、今後の継続的な調査と共
に、底泥環境の長期的な変動に影響を及ぼす
時間解像度のデータ解析に関する問題点を
整理した。流速計による先の観測結果および
湖底付近の物質輸送に関わる鉛直混合現象
をより客観的に評価可能にするために、比較
的深い淡水湖沼で長期係留用として利用さ
れている高精度な水温計を複数台購入し、湖
底から鉛直方向に設置した。この観測によっ
て、琵琶湖深水層における湖底付近の微小な
鉛直水温変動を細かい時間間隔で継続的に
計測でき、水温変動においても長周期振動の
存在が確認できた。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
③やや遅れている。 
（理由）本予算の関係で流速モニタリングが
限定的になった事、および、調査船の利用が
限定的になった事により、当初予定と比較す
ると、どちらかといえば水温変動に注力した
モニタリングとなったため。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 モニタリングデータの取得が限定的とな
った流速やトラップ沈降フラックスについ
ては、既にこれまである程度長期のデータを
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得ている。一方で、その際の水温データは解
像度の良いものではなかったため、本研究で
は、予算や可能な調査体制を検討したうえで、
高精度で詳細な時間間隔で長期モニタリン
グが可能な水温計を利用してのモニタリン
グ体制を既に確立している。今後は、本モニ
タリングで観測された湖底付近における長
周期波動が湖の深層水における混合を促進
し得るかどうかについて更に解析を進める。
また、これまでの調査から長周期振動以外に
も、湖底近傍の鉛直方向の水温分布が逆転し
ているとみられる領域が見つかったため、そ
の形成と維持期間をモニタリングによって
推定する。このような湖底近傍における水温
逆転層は今回初めて観測されたもののため、
どれぐらいの水平領域に広がっているのか、
また、どれぐらいの温度差でもってどの程度
の期間維持され得るのかという基礎データ
が全く得られていない。本研究では、現有す
る機材の制限から、こうした湖底近傍での物
理環境変動のうち、逆転層が観測された特定
領域に絞ってモニタリングを実施し、湖底堆
積環境にインパクトをもたらす可能性のあ
るこうした現象の基礎データ収集にあたる。
更に、こうした現象が湖の流れや混合に対し
て影響を及ぼし得るほどのインパクトを持
つものなのかを検討し、湖底堆積環境へのイ
ンパクトを推定する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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